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１．目的  

現在，高速道路に設置されている道路付属物等には溶融亜鉛めっき処理された鋼材が多く使用されており，

西日本高速道路㈱関西支社管内における鋼製防護柵の総延長は約 1,900km にも及んでいる．また，代表的な

構造物としては，防音シェルター，各種の標識，遮音パネル等があげられるが，これら多くの部材にめっき層

の損耗による発錆が見られており早急な補修対策が求められている．腐食した亜鉛めっき鋼材の保護，延命化

は公共的な利益と技術の進歩が見込まれるため，西日本高速道路エンジニアリング関西（株）と（一財）日本

塗料検査協会は，平成 21 年度より「腐食した亜鉛めっき鋼材の延命化を図るための共同研究」を開始した．

本報告では中国自動車道の宝塚～西宮北間にある青葉台シェルターを対象とした補修塗装仕様選定試験につ

いて述べる． 

２．検討概要 

青葉台シェルターは，溶融亜鉛めっき鋼板（1.6mm厚）製で供用後約 35年を経過している．当地域は冬期

に凍結防止剤が散布されており、東側上屋は赤さび腐食と亜鉛皮膜層が残存したまだら模様の状態（写真- 1），

西側上屋も劣化が進行し黒褐色に変化しさまざまな劣化状態が混在した状態になっている(写真-2) ． 

本防音シェルターは，交通規制条件や環境条件により抜本的対策ができない状況にあるが，代替路線の供用

により交通規制条件が緩和される時期（約 8年）までの延命を想定した補修が必要とされている．そこで，本

検討では種々の劣化溶融亜鉛めっき面における補修塗装仕様(素地調整，補修材料)を選定することを目的とし

て促進腐食サイクル試験 1）および屋外暴露試験（海浜地区）を実施している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．供試補修塗装仕様                     

表-1 および表-2 に，試験板（基材）～素地調整の組合せと

西日本高速道路㈱に塗料納入実績のあるメーカー６社から提

案された塗装仕様概要を示す．なお試験板の素地調整は，現地

で可能な最高レベルの素地調整として 2種ケレン，簡易型の素

地調整として 3種ケレンの２種類を比較評価することとした． 

 キーワード 溶融亜鉛めっき鋼材，補修材料，腐食，促進腐食試験，屋外暴露試験 
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写真‐2 西側シェルター開口部の発錆 

暴露 促進腐食

WW-2 WC-2 2 種
WW-3 WC-3 3 種
RW-2 Rc-2 2 種
Rw-3 RC-3 3 種
GW-2 GR-2 ：排気ガス汚染 2 種
GW-3 GR-3 （劣化ガードレール） 3 種
BW-2 BC-2 2 種
BW-3 BC-3 3 種

記号
試験板の種類

素材
劣化状態 素地調整

溶融亜鉛
めっき板

：赤さび発生板

：赤さび発生板

普通鋼板
＜比較用＞

：白さび発生板

表‐1 試験板と素地調整の組合せ 

写真‐1 東側シェルター入口 
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表‐2 補修塗装仕様概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．試験結果                     

促進腐食サイクル試験１）結果（抜

粋）を図‐1，屋外暴露試験（海浜地

区）2年の結果(抜粋)を図‐2に示す．

塗膜の評価は（一財）日本塗料検査協

会の塗膜評価基準(2003)2）に準じて行

った．何れの試験でも赤さび発生板

（RC-2,3）は白さび発生板（WC-2,3）

に比べ評価点が低い結果となった．促

進腐食サイクル試験では180日でも8

点以上を保ち，白さび試験片と赤さび

試験片に大差はなかった．また，屋外

暴露試験では，白さび試験片のものは

ほとんど変化はないが，赤さび試験片

では仕様にもよるが 3 種ケレン仕様

で 6点を下回る仕様もでてきた． 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 得られた試験結果を分散分析した結果，白さび発生板では補修塗装系の寄与率が高く，赤さび発生板では素

地調整による寄与率が高くなった．合金層が劣化せずに残存し,白さびになっているW系は暴露 2年程度では

特に問題ないが，当初から赤さびの発生しているＲ系は経年により低下傾向を示す結果となった． 
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写真‐３ 試験板の状態 
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図‐１ 促進腐食サイクル試験の試験結果 
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図‐２ 屋外暴露試験結果 
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